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6月号

５月の出来事

●時事
  5日  国内の全原発、42年ぶり停止

  6日  茨城・栃木で大型の竜巻

●山梨県中央会ニュース
11日  第2回正副会長会議、第1回理事会

31日  第3回正副会長会議、平成24年度通常総会

６月の予定

  7日  青年中央会平成24年度通常総会

13日  全国中央会平成24年度通常総会

23日  中小企業の森整備事業（金川の森）

1面  中央会通常総会を開催
2面  被表彰者一覧
4・5面  組合活動紹介

6面  新設組合紹介
8面  6次産業化チャレンジ事業紹介

今月の見どころ

　山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
は
、5
月
31

日
㈭
午
後
2
時
か
ら
昭
和
町
「
ア
ピ
オ
」
で
、第

57
回
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　会
員
組
合
等
の
代
表
者
、来
賓
並
び
に
受
賞

者
な
ど
約
2
0
0
名
の
参
加
を
得
る
な
か
で
、

通
常
総
会
・
表
彰
式
典
・
交
流
会
を
実
施
し
た
。

　通
常
総
会
で
、内
藤
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中

で
、「
昨
年
は
、東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
、日
本

経
済
は
大
き
な
打
撃
を
受
け
、ま
た
、空
前
の
円

高
や
デ
フ
レ
が
進
行
す
る
中
で
、今
年
に
入
り
電

力
料
金
の
値
上
げ
や
社
会
保
険
料
の
負
担
増
に

加
え
て
消
費
税
の
増
税
が
検
討
さ
れ
る
な
ど
、

中
小
企
業
は
厳
し
い
経
営
環
境
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。そ
こ
で
、中
央
会
は
今
年
の
活
動

テ
ー
マ
を
、平
時
に
あ
っ
て
も
危
難
に
備
え
る
と

い
う
意
味
の
「
居
安
思
危
」
と
し
た
。ま
た
、過

去
の
57
回
の
通
常
総
会
を
通
じ
て
、初
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
を
掲
げ
た
。こ
れ
は
、20
年
に
及
ぶ
長
期
の

不
況
の
中
で
、中
小
企
業
の
疲
弊
は
限
界
に
達

し
て
お
り
、こ
の
状
況
の
打
破
の
た
め
、連
携
組

織
に
よ
る
デ
フ
レ
不
況
対
策
等
の
必
要
と
、中

小
企
業
に
不
利
な
消
費
税
増
税
に
反
対
す
る
こ

と
を
表
明
す
る
も
の
。今
後
も
中
央
会
は
、中
小

企
業
の
連
携
組
織
の
専
門
支
援
機
関
と
し
て
、

中
小
企
業
の
振
興
に
努
め
る
。会
員
に
は
、環
境

の
変
化
へ
の
柔
軟
な
適
応
力
や
機
動
性
な
ど
、

中
小
企
業
の
特
性
を
活
か
し
て
生
き
残
り
、景

気
回
復
の
先
頭
に
立
ち
、地
域
経
済
の
核
と
な

る
よ
う
期
待
し
て
い
る
。」
と
述
べ
た
。

　通
常
総
会
で
は
、平
成
23
年
度
事
業
報
告
及

び
決
算
関
係
書
類
と
、平
成
24
年
度
事
業
計
画

及
び
収
支
予
算
な
ど
、提
出
さ
れ
た
全
て
の
議

案
が
原
案
通
り
決
定
さ
れ
た
。ま
た
、ス
ロ
ー
ガ

ン
は
、総
会
宣
言
と
し
て
採
択
を
さ
れ
た
。

　続
い
て
表
彰
式
典
に
移
り
、始
め
に
、組
合
退

任
理
事
長
へ
の
中
央
会
会
長
感
謝
状
が
贈
ら

れ
、優
良
組
合
、組
合
功
労
者
、女
性
部
功
労
者
、

青
年
部
功
労
者
並
び
に
優
良
専
従
職
員
に
対
し

て
中
央
会
会
長
表
彰
状
が
贈
呈
さ
れ
た
後
、受

賞
者
を
代
表
し
て
渡
辺
信
晴
氏
か
ら
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。ま
た
、来
賓
と
し
て

出
席
を
い
た
だ
い
た
平
井
亘
山
梨
県
副

知
事
、今
井
進
甲
府
商
工
会
議
所
副
会

頭
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　式
典
終
了
後
の
交
流
会
で
は
、浅
川
力

三
山
梨
県
議
会
議
長
、宮
島
雅
展
甲
府

市
長
、松
本
順
丈
日
本
銀
行
甲
府
支
店

長
か
ら
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、山
口
晃
山
梨

労
働
局
長
が
乾
杯
を
行
い
懇
談
に
入
っ

た
。懇
談
で
は
、出
席
者
相
互
の
積
極
的

な
交
流
と
懇
親
が
さ
れ
、最
後
に
、阿
部

学
商
工
組
合
中
央
金
庫
甲
府
支
店
長
か

ら
締
め
の
あ
い
さ
つ
を
頂
き
閉
会
し
た
。

平
成
24
年
度 

通
常
総
会
開
催

総
会
宣
言   

…

57
回
の
通
常
総
会
で
初
の
総
会
宣
言
を
採
択

▼ 

デ
フ
レ
不
況
を
克
服
し
、早
期
景
気
対
策
を

▼ 

立
ち
上
が
ろ
う
中
小
企
業
!

　組
合 

絆 

ル
ネ
サ
ン
ス

▼ 

無
条
件
で
の
消
費
税
増
税
絶
対
反
対

▼ 

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
･
中
部
横
断
自
動
車
道
で
地
域
活
性
化
を

大会宣言を読み上げる山縣青年中央会会長

本年度の中央会基本方針について述べる内藤会長
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ibuki　シニア世代
　最
近
、か
つ
て
は
若
者
た
ち
の
た
ま
り
場
だ
っ

た
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
訪
れ
る
シ
ニ
ア
世
代（
は

っ
き
り
と
し
た
定
義
が
な
い
が
、通
常
50
代
か
ら

60
代
の
方
を
指
す
こ
と
が
多
い
）が
急
増
し
て

い
る
。

　従
来
の
老
人
向
け
の
生
活
に
満
足
で
き
な
い

シ
ニ
ア
世
代
が
暇
を
つ
ぶ
す
娯
楽
場
と
し
て
、流

行
の
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
を
新
た
な
交
流
を
は
ぐ
く

む
場
と
し
て
い
る
。

　少
子
化
に
よ
る
人
口
減
少
で
国
内
市
場
が
縮

小
す
る
中
、サ
ー
ビ
ス
業
や
流
通
業
を
は
じ
め
と

し
て
様
々
な
業
種
・
業
界
が
、中
高
年
の
い
わ
ゆ

る
シ
ニ
ア
世
代
に
熱
い
視
線
を
送
っ
て
い
る
。

　現
在
の
シ
ニ
ア
世
代
は
、行
動
的
で
趣
味
や
消

費
活
動
に
も
積
極
的
で
、60
歳
以
上
の
マ
ー
ケ
ッ

ト
規
模
は
年
々
拡
大
し
て
い
る
。民
間
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
に
よ
る
と
60
歳
以
上
の
消
費
金
額
は
年

間
１
０
０
兆
円
を
超
え
、個
人
消
費
全
体
の
44
％

を
占
め
て
い
る
と
い
う
試
算
も
で
て
お
り
、今
後
、

さ
ら
に
増
え
て
い
く
と
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、国
内
で
の
成
長
を
続

け
る
た
め
に
は
、シ
ニ
ア
世
代
の
取
り
込
み
が
不

可
欠
と
な
っ
て
い
る
。旅
行
業
界
で
は
、60
歳
以

上
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
高
額
商
品
を
販
売
し

始
め
、ス
ー
パ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
フ
ァ
ミ
リ
ー
向

け
の
品
揃
え
か
ら
、シ
ニ
ア
世
代
を
意
識
し
た
売

り
場
に
作
り
変
え
て
い
る
。

　中
小
企
業
も
、シ
ニ
ア
世
代
向
け
に
新
た
な
市

場
を
開
拓
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
。

　中
小
企
業
で
あ
れ
ば
、新
展
開
の
フ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
軽
さ
を
生
か
し
て
大
企
業
で
は
で
き
な
い
シ

ニ
ア
世
代
の
ニ
ー
ズ
を
き
め
細
か
く
と
ら
え
、サ

ー
ビ
ス
を
開
発
、提
供
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　是
非
、新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
を
掴
ん
で

下
さ
い
。

青
沼

　
　久
（
甲
州
市
管
工
事
協
同
組
合
）

雨
宮

　将
臣
（
山
梨
衣
料
チ
ェ
ー
ン
協
同
組
合
プ
ロ
ス
）

伊
藤
い
つ
子
（
企
業
組
合
ふ
る
さ
と
薬
膳
森
樹
）

笠
井

　一
洋
（
西
嶋
和
紙
工
業
協
同
組
合
）

神
山

　利
秋
（
山
梨
県
ス
ポ
ー
ツ
専
門
店
協
同
組
合
）

五
味

　政
治
（
山
梨
・
甲
州
環
境
協
同
組
合
）

佐
藤

　
　奨
（
山
梨
県
石
材
加
工
業
協
同
組
合
）

清
水

　昭
博
（
高
根
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
企
業
組
合
）

清
水

　武
司
（
峡
北
自
動
車
整
備
協
業
組
合
）

花
輪

　幹
夫
（
山
梨
県
理
容
生
活
衛
生
同
業
組
合
）

樋
口

　幹
男
（
朝
日
通
り
商
店
街
協
同
組
合
）

伏
見

　直
樹
（
甲
府
市
管
工
事
協
同
組
合
）

松
本

　
　孝
（
甲
府
菓
子
工
業
協
同
組
合
）

三
澤

　茂
計
（
山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造
協
同
組
合
）

宮
川

　長
光
（
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
）

渡
邉

　
　隆
（
山
梨
県
室
内
装
飾
事
業
協
同
組
合
）

渡
辺

　信
晴
（
山
梨
県
撚
糸
工
業
組
合
）

峡
南
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

企
業
組
合
温
泉
市
場
・
し
ん
せ
ん
や
ま
な
し

企
業
組
合
か
す
が
い
農
産
物
直
売
所

芦
澤

　一
男
（
山
梨
物
流
事
業
協
同
組
合
）

雨
宮

　和
仁
（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
）

雨
宮

　靖
雄
（
朝
日
通
り
商
店
街
協
同
組
合
）

沖
山

　
　猛
（
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
タ
ー
ミ
ナ
ル
協
同
組
合
）

小
田
切
壽
次
（
山
梨
県
不
動
産
業
協
同
組
合
）

梶
原

　守
夫
（
河
口
湖
商
業
協
同
組
合
）

勝
俣

　博
州
（
山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合
）

小
池

　洋
一
（
石
和
地
区
ハ
イ
ヤ
ー
事
業
協
同
組
合
）

菊
島

　輝
雄
（
協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
）

後
藤

　直
人
（
山
梨
療
術
業
協
同
組
合
）

五
味

　公
博
（
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
）

斉
藤

　
　親
（
山
梨
県
石
油
協
同
組
合
）

佐
藤

　勝
行
（
山
梨
県
環
境
計
量
事
業
協
同
組
合
）

清
水

　文
一
（
山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
）

清
水

　幸
雄
（
山
梨
県
宝
石
研
磨
工
業
協
同
組
合
）

滝
田

　慎
司
（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
）

出
羽

　英
俊
（
山
梨
県
電
気
工
事
工
業
組
合
）

内
藤

　
　勲
（
山
梨
県
青
果
商
業
協
同
組
合
）

中
村

　邦
弘
（
山
梨
県
・
重
機
解
体
建
設
業
協
同
組
合
）

野
田

　文
久
（
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
）

早
川

　猛
英
（
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
）

半
田

　幸
久
（
岳
麓
自
動
車
検
査
事
業
協
同
組
合
）

深
澤

　勝
彦
（
山
梨
県
自
動
車
整
備
商
工
組
合
）

深
澤

　
　哲
（
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
）

藤
木

　道
仁
（
山
梨
県
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
生
活
衛
生
同
業
組
合
）

細
田

　幸
次
（
都
留
信
用
組
合
）

堀
口

　
　悟
（
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
）

矢
崎

　
　博
（
山
梨
県
わ
た
寝
具
商
工
組
合
）

矢
崎

　六
彦
（
南
ア
ル
プ
ス
市
管
工
事
協
同
組
合
）

八
代

　善
雄
（
山
梨
県
製
麺
協
同
組
合
）

米
山

　秋
子
（
山
梨
療
術
業
協
同
組
合
）

赤
石

　明
雄
（
山
梨
県
事
務
機
文
具
商
協
同
組
合
一
歩
会
）

河
野

　嘉
孝
（
山
梨
県
造
園
建
設
業
協
同
組
合
青
年
部
）

齊
籐

　良
太
（
山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
青
年
部
）

中
込

　祐
治
（
山
梨
県
板
金
工
業
組
合
青
年
部
）

大
沢

　千
代
（
山
梨
県
ト
ラ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
女
性
部
）

高
野

　
　浩
（
甲
府
市
管
工
事
協
同
組
合
）

手
塚

　和
仁
（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）

中
澤

　伸
字
（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）

望
月

　
　郷
（
山
梨
県
民
信
用
組
合
）

原
田

　勇
太
（
甲
府
市
資
源
回
収
協
同
組
合
）

羽
田

　光
宏
（
都
留
信
用
組
合
）

渡
辺

　利
彦
（
都
留
信
用
組
合
）

井
上

　佳
美
（
甲
府
ホ
テ
ル
旅
館
協
同
組
合
）

● 

感
謝
状（
退
任
理
事
長
）
 

17
名

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
感
謝
状

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
感
謝
状

● 

優
良
組
合

 

3
組
合

● 

組
合
功
労
者

 

31
名

● 

優
良
専
従
職
員

 

8
名

● 

女
性
部
功
労
者

 

1
名

● 

青
年
部
功
労
者

 

4
名

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
表
彰

山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
会
長
表
彰

山梨県中小企業団体中央会表彰山梨県中小企業団体中央会表彰
平 成 　 　 年 度24
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2012年4月 2012年4月2012年4月

データから見た業界の動き（平成24年4月分）
収益状況
2011年4月

景況感
2011年4月

売上高
2011年4月

減少
46%

不変
31%

増加
23%

減少
54%

不変
42%

増加
4%

減少
54%

不変
42%

増加
4%

減少
24%

不変
50%

増加
26%

減少
26%

不変62%

増加
12%

減少
30%

不変
60%

増加
10%

　本県の4月の景況は、全業種のDI値が、売上高2（前年
同月比+38）、収益状況－14（前年同月比 +36）、景況
感－20（前年同月比+30）となった。業種別のDI値では
製造業で、売上高10（前年同月比+35）、収益状況は－
10（前年同月比+30）、景況感は－15（前年同月比
+30）。非製造業で、売上高－3（前年同月+40）、収益状
況－17（前年同月比+40）、景況感－23（前年同月比
+30）となり、前回の3月報告と同じく、全ての項目でDI
値のポイントの改善幅が大きくなっている。
　比較対象の前年同月となる4月は、東日本大震災か
ら1ヶ月が経過し、地域を越えた様々な業界への被害の
波及状況が明確となり、DI値の急激な悪化が見られた
前年3月と同様に、厳しい実態を反映した業況判断が影
響している。
　一方、全体の前月比は、売上高－12、収益状況－4、景
況感－20とポイントを下げた。結果として、全ての項目
でDI値も悪化となり、前回3月と全く対照的な結果とな
った。
　業種別前月比では、製造業で、収益状況が不変であっ
た以外は、売上高－5、景況感－15とポイントが悪化
し、非製造業では、全ての項目でポイントの悪化となっ
ている。
　情報連絡員による県内各業界の4月景況は、建設・設
備関連の一部に、引き続き改善傾向があるものの、全体
的には、先行きへの不安を抱えた厳しい業況報告とな
っている。
　報告では、製造業、非製造業ともに、電気料金値上げ
と電力不足が及ぼす経営への影響や、燃料の高騰によ
る価格への転嫁、収益確保などを懸念する声が共通し
て多くあり、中小企業を取り巻く環境は、経営を圧迫す
る課題や景気への懸念材料などが山積し、より厳しい
状況となっている。

●山梨県中小企業団体中央会情報連絡員報告業
界
の
動
き

▼
デ
ー
タ
か
ら
見
た

声業界の業
界
の
現
況
は
？

　当
業
界
で
は
、一
昨
年
の
第
１
次
エ
コ
カ
ー
補
助
金
の
終

了
、昨
年
の
東
日
本
大
震
災
や
タ
イ
の
工
場
で
起
き
た
洪
水

被
害
等
に
よ
る
部
品
供
給
の
ス
ト
ッ
プ
等
に
よ
り
、厳
し
い

状
況
が
続
い
て
い
ま
し
た
。

　そ
の
よ
う
な
中
、昨
年
12
月
よ
り
始
ま
っ
た
「
第
２
次
エ

コ
カ
ー
補
助
金
」
の
復
活
は
、当
業
界
に
と
っ
て
好
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。特
に
、低
価
格
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
と
し
て

発
売
し
た
新
機
種
に
関
し
て
は
、山
梨
県
内
の
販
売
会
社
の

全
店
に
お
い
て
発
売
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、第
２
次
エ
コ

カ
ー
補
助
金
と
の
相
乗
効
果
に
よ
り
、順
調
に
売
上
を
伸
ば

し
て
い
ま
す
。ま
た
、こ
の
新
型
車
に
関
し
て
は
、今
ま
で
高

級
車
の
み
の
取
り
扱
い
を
行
っ
て
い
た
会
社
に
と
っ
て
は
、新

規
顧
客
を
獲
得
す
る
チ
ャ
ン
ス
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
展
開
は
？

　し
か
し
、そ
の
よ
う
な
中
で
も
油
断
は
し
て
い
ら
れ
な
い

状
況
で
す
。第
２
次
エ
コ
カ
ー
補
助
金
に
つ
い
て
は
、予
算
額

に
限
度
が
あ
り
、そ
の
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で
当
補
助
金

は
終
了
と
な
り
ま
す
。前
回
の
第
１
次
エ
コ
カ
ー
補
助
金
の

終
了
時
の
影
響
を
考
え
る
と
、第
２
次
エ
コ
カ
ー
補
助
金
の

終
了
時
も
厳
し
い
状
況
が
予
想
さ
れ
ま
す
。ま
た
、落
ち
着
き

を
見
せ
な
い
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
高
騰
に
よ
り
、自
動
車
自
体

の
利
用
を
控
え
る
、ま
た
は
自
動
車
を
手
放
す
顧
客
が
増
え

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
は
、少
子
高
齢
化
に
よ
り
自

動
車
の
保
有
者
自
体
の
減
少
も
考
え
ら
れ
、今
後
は
こ
れ
ら

の
対
策
も
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　そ
の
対
策
の
ひ
と
つ
と
し

て
、今
以
上
に
「
自
動
車
の

楽
し
さ
」
を
お
客
様
に
伝
え

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。今
後
は
、自
動
車
が

た
だ
の
移
動
手
段
と
い
う

だ
け
で
は
な
く
、自
動
車
を

運
転
す
る
楽
し
さ
、自
動
車

で
出
か
け
る
か
ら
こ
そ
生
ま

れ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

等
を
、よ
り
多
く
の
お
客
様

に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
重
要

だ
と
思
い
ま
す
。

 

ト
ピ
ッ
ク
ス

　情
報
連
絡
員
に
は
、景
気
動
向

の
変
化
、現
状
と
そ
の
背
景
な
ど

に
つ
い
て
、業
界
ま
た
は
組
合
員

全
体
の
動
向
・
予
測（
売
上
高
・
原

材
料
等
経
費
・
資
金
繰
り
な
ど
）に

つ
い
て
コ
メ
ン
ト
を
求
め
た
。

 

業
界
か
ら
一
言

■
製
造
業

●
食
料
品（
水
産
物
加
工
）／
売
上

は
一
昨
年
並
み
ま
で
回
復
し
た

が
、競
合
の
激
化
に
よ
り
利
益

率
は
低
下
傾
向

●
食
料
品（
製
麺
）╱
昨
年
と
比
較

し
、売
上
は
増
加
し
た
が
、消
費

者
の
購
買
意
欲
が
減
退
し
て
お

り
、イ
ベ
ン
ト
が
あ
っ
て
も
売

り
上
げ
が
上
が
ら
な
い
状
況

●
繊
維
･
同
製
品（
織
物
）╱
中
国

の
技
術
力
向
上
に
伴
っ
て
、郡

内
産
地
の
注
文
は
年
々
減
少
傾

向
。今
後
の
展
開
を
考
え
、国
内

外
の
展
示
会
等
へ
出
展
希
望
す

る
企
業
が
増
え
て
い
る
が
、助

成
金
な
ど
の
減
額
を
受
け
、今

後
が
懸
念
さ
れ
る
。

●
窯
業
・
土
石（
生
コ
ン
）╱
甲
府

地
区
の
大
型
建
築
工
事
や
リ
ニ

ア
の
ト
ン
ネ
ル
工
事
等
に
よ

り
、前
年
同
期
比
で
僅
か
に
仕

事
量
と
売
上
高
が
増
加
し
た
。

●
鉄
鋼
・
金
属
⑴
╱
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
の
自
動
車
関
連
は
好
調
だ

が
、電
気
料
金
値
上
げ
で
利
益

確
保
が
不
透
明

●
鉄
鋼
・
金
属
⑵
╱
受
注
状
況
は

か
な
り
悪
化
し
て
い
る
。先
行

き
も
不
透
明

●
一
般
機
器
⑴
╱
現
状
で
は
前
年

同
月
に
比
べ
仕
事
量
は
多
い

が
、先
行
き
は
仕
事
が
少
な
く

な
り
つ
つ
あ
る
。

●
一
般
機
器
⑵
╱
と
り
あ
え
ず
堅

調
だ
が
、先
行
き
不
透
明

●
そ
の
他（
貴
金
属
）╱
電
気
料
金

の
値
上
げ
、消
費
税
の
増
税
等
、

体
力
の
な
い
企
業
に
と
っ
て
は

厳
し
い
。現
在
の
受
注
状
況
で

は
不
安

■
非
製
造
業

●
卸
売（
塗
料
）／
建
設
業
界
は
仕

事
量
が
少
な
く
、製
造
関
連
は

資
材
の
高
騰
、電
力
問
題
、円

高
、海
外
シ
フ
ト
な
ど
で
数
値

は
不
明
だ
が
稼
働
率
が
低
下
し

て
お
り
、景
況
は
悪
化
傾
向
。今

年
は
周
辺
業
界
の
経
営
環
境
の

悪
条
件
が
多
い
た
め
、先
行
き

は
悪
化
が
予
想
さ
れ
る
。

●
卸
売（
ジ
ュ
エ
リ
ー
）╱
4
月
に

開
催
さ
れ
た
甲
府
ジ
ュ
エ
リ
ー

フ
ェ
ア
は
、対
前
年
比
で
来
場

者
数
も
売
上
も
上
回
り
、組
合

員
の
反
応
も
好
調
の
兆
し
が
見

え
た
。

●
小
売（
食
肉
）╱
牛
肉
・
豚
肉
に

関
し
て
は
、消
費
不
振
に
よ
る

価
格
の
下
落
傾
向
が
続
い
て
い

る
。一
方
、食
肉
加
工
製
品
は
僅

か
だ
が
伸
長
し
て
い
る
。

●
小
売（
水
産
物
）╱
組
合
員
の
買

い
上
げ
金
額
は
、こ
こ
数
年
横
ば

い
傾
向
だ
が
、今
年
度
は
若
干
増

加
す
る
見
込
み
。鮮
魚
に
特
化
し

た
組
合
員
は
好
調
だ
が
、総
合

食
品
の
小
売
業
を
営
む
組
合
員

は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

●
小
売（
電
機
製
品
）╱
L
E
D
や

太
陽
光
発
電
等
が
順
調
に
推
移

し
、緩
や
か
に
業
界
の
底
辺
を
支

え
て
い
る
。夏
に
向
け
家
庭
用
、

業
務
用
エ
ア
コ
ン
の
需
要
が
増

え
、省
エ
ネ
に
対
す
る
消
費
者
の

意
識
が
高
ま
り
、買
い
換
え
の
動

き
も
顕
著
に
出
て
き
た
。

●
小
売（
石
油
）╱
4
月
に
入
り
販

売
量
の
減
少
に
よ
り
元
売
価
格

が
3
週
連
続
し
て
値
下
が
り
し

た
た
め
、県
内
給
油
所
も
5
円

程
度
の
値
下
げ
と
な
っ
た
。

●
商
店
街
⑴
╱
例
年
と
比
べ
寒
い

四
月
と
な
り
、総
じ
て
人
出
は

鈍
く
、厳
し
い
業
況
が
続
い
て

い
る
。

●
商
店
街
⑵
╱
春
を
迎
え
、お
客

様
が
戻
り
つ
つ
あ
る
。暴
力
団

抗
争
も
終
わ
り
つ
つ
あ
り
、街

の
ム
ー
ド
は
上
向
き
傾
向

●
宿
泊
業
╱
前
年
同
月
比
は
好
転

し
て
い
る
が
、本
格
的
に
回
復

し
た
と
は
言
え
な
い
。夏
の
電

力
不
足
が
懸
念
さ
れ
、各
施
設

で
は
消
費
電
力
の
少
な
い
エ
ア

コ
ン
導
入
な
ど
創
意
工
夫
に
努

め
て
い
る
。

●
美
容
業
╱
忙
し
い
店
と
暇
な
店

の
格
差
が
大
き
い
。春
に
な
り
施

術
単
価
の
高
い
パ
ー
マ
等
の
ニ

ー
ズ
が
徐
々
に
出
て
き
て
い
る
。

●
廃
棄
物
処
理
⑴
╱
燃
料
の
高
止

ま
り
が
収
益
に
大
き
く
影
響
し

て
い
る
が
、運
賃
等
の
価
格
に

転
嫁
で
き
な
い
。最
終
処
分
費

の
値
上
が
り
も
、経
営
を
圧
迫

し
て
い
る
。

●
廃
棄
物
処
理
⑵
╱
燃
料
の
高
騰

に
よ
り
利
益
に
繋
が
ら
な
い
。

●
警
備
業
╱
土
木
工
事
の
年
度
末

発
注
等
で
業
務
量
が
一
時
的
で

あ
る
が
増
加
し
た
。新
年
度
予

算
に
よ
る
土
木
事
業
が
動
い
て

い
な
い
た
め
、雇
用
人
員
が
超

過
傾
向
に
あ
り
業
務
も
停
滞
し

て
い
る
。

●
建
設
業（
総
合
）╱
今
年
度
も
山

梨
県
及
び
各
市
町
村
が
発
注
す

る
公
共
工
事
は
、減
少
す
る
見

通
し
。

●
建
設
業（
鉄
構
）╱
新
年
度
を
向

え
、鉄
骨
工
事
の
状
況
は
改
善
ム

ー
ド
だ
が
価
格
が
採
算
レ
ベ
ル

に
戻
る
に
は
、時
間
が
か
か
る
感

が
あ
る
。例
年
4
〜
6
月
は
、仕

事
量
が
少
な
い
時
期
で
受
注
競

争
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

●
設
備
工
事（
管
設
備
）╱
前
年
同

月
比
で
は
、売
上
は
伸
び
て
い

る
。今
年
度
は
、公
共
工
事
な
ど

行
政
の
予
算
縮
小
に
よ
り
厳
し

い
運
営
が
予
想
さ
れ
、共
同
購

買
事
業
も
工
事
量
の
減
少
に
連

動
し
、売
上
の
減
少
が
予
測
さ

れ
る
。

●
運
輸（
ト
ラ
ッ
ク
）╱
関
越
自
動

車
道
に
お
け
る
高
速
バ
ス
事
故

に
よ
る
規
制
強
化
が
、今
後
、業

界
に
与
え
る
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
。

●
そ
の
他（
介
護
）╱
4
月
の
法
改

正
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
1

単
位
当
た
り
の
時
間
が
短
く
な

っ
た
。6
月
か
ら
の
収
支
に
影

響
が
現
れ
て
く
る
と
思
う
。

　

 

山
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事
業
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　高
原 

　健  

氏
新発売されたスポーツカー

4月分
平成24年
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多
く
の
組
合
の
協
力
で

　
　
　
　全
国
大
会
を
成
功
に

　
T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

第
64
回
全
国
建
築
板
金
業
者
大
会
を

初
め
て
山
梨
県
で
開
催

山梨県板金工業組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

全国から約3,500名が参加

挨拶を述べる宮川理事長

　山
梨
県
板
金
工
業
組
合（
宮
川

理
事
長
）は
5
月
17
日
、甲
府
市
に

あ
る
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
に
お
い
て
、

第
64
回
全
国
建
築
板
金
業
者
山
梨

大
会
を
開
催
し
た
。こ
の
大
会
は

全
国
の
板
金
業
者
と
の
親
睦
を
深

め
情
報
交
換
を
図
る
と
と
も
に
、

業
界
の
維
持
発
展
に
向
け
た
取
り

組
み
な
ど
、団
結
を
誓
い
合
う
場

と
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　今
回
、初
め
て
山
梨
の
地
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、組
合
で

は
大
会
に
向
け
て
平
成
20
年
か
ら
運
営
、渉
外
、編
集
な
ど
の
専

門
委
員
会
を
設
置
し
準
備
を
進
め
て
き
た
。

　大
会
に
は
、全
国
各
地
か
ら
約
3
，5
0
0
名
の
板
金
業
者
が

集
結
し
、宮
川
理
事
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
「
建
築
板
金
業
界
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
は
依
然
厳
し
い
状
況
下
に
あ
る
が
、卓
越
し

た
技
能
・
技
術
を
活
か
す
と
と
も
に
、業
者
同
士
が
連
携
し
板
金

業
界
の
総
力
を
結
集
す
る
こ
と
で
、必
ず
や
こ
の
難
局
を
乗
り
越

え
ら
れ
る
と
確
信
し
て
い
る
。」
と
力
強
く
語
っ
た
。ま
た
、長
年

に
わ
た
り
業
界
の
振
興
や
発
展
に
貢
献
し
た
者
に
対
し
て
表
彰
が

行
わ
れ
、本
県
か
ら
は
理
事
長
歴
6
年
以
上
の
者
に
贈
ら
れ
る
表

彰
に
宮
川
理
事
長
が
受
賞
し
た
ほ
か
、役
員
歴
が
通
算
10
年
以
上

の
者
に
贈
ら
れ
る
功
労
章
に
安
藤
和
彦
氏
、中
島
正
氏
、田
中
仁

氏
の
3
名
が
受
賞
し
た
。ま
た
、今
年
の
2
月
に
開
催
さ
れ
た
第

34
回
全
国
建
築
板
金
業
者
大
会
建
築
技
術
の
部（
N
Y
A
C
）で

1
位
と
な
っ
た
青
年
部
の
武
井
士
氏
に
国
土
交
通
大
臣
表
彰
が

贈
ら
れ
た
。大
会
の
最
後
に
、次
回
開
催
の
北
海
道
板
金
工
業
組

合
が
、参
加
者
に
対
し
て
歓
迎
の
横
断
幕
を
掲
げ
閉
会
し
た
。

　会
場
の
外
で
は
、建
築
板

金
の
工
具
、機
械
の
展
示
販

売
の
出
展
ブ
ー
ス
も
設
け

ら
れ
、多
く
の
購
買
者
で
賑

わ
っ
た
。山
梨
県
の
組
合
は

全
国
と
比
較
す
る
と
下
か

ら
5
番
目
に
組
合
員
数
が

少
な
い
県
で
あ
る
が
、組
合

員
、青
年
部
、婦
人
部
、従
業

員
が
執
行
部
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
も
と
協
力
し
、組

合
が
一
丸
と
な
る
こ
と
で
無

事
大
会
を
成
功
裡
に
終
え

る
こ
と
が
で
き
た
。

　去
る
5
月
17
日
に
ア
イ
メ
ッ
セ
山
梨
で
全
国
か
ら
3
，5
0
0

名
余
り
の
参
加
者
を
得
て
全
国
建
築
板
金
業
者
山
梨
大
会
が
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

　大
会
に
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、中
央
会
を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の

組
合
が
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
分
野
で
協
力
を
し
、大
会
の
成
功
に
寄

与
し
た
。

　山
梨
の
物
産
販

売
で
は
、県
内
の

物
産
品
の
製
造
販

売
を
行
っ
て
い
る

組
合
を
中
心
に
出

展
依
頼
を
行
い
、

ネ
ク
タ
イ
や
ス

カ
ー
フ
を
山
梨
県

絹
人
繊
織
物
工
業

組
合
、宝
飾
製
品
を
協
同
組
合
山
梨
県
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会
と
山
梨

県
宝
石
研
磨
協
同
組
合
、印
伝
で
は
甲
府
印
伝
商
工
業
協
同
組
合
、

ワ
イ
ン
販
売
で
は
山
梨
県
ワ
イ
ン
酒
造
組
合
と
、組
合
を
通
じ
て

数
多
く
の
企
業
が
出
店
に
協
力
し
て
く
れ
た
。

　特
に
、山
梨
県
菓
子
工
業
組
合
で
は
組
合
の
統
一
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
開
発
し
た
「
武
田
兵
糧
丸
」
を
販
売
し
、全
国
の
参
加
者
に

山
梨
の
お
土
産
と
し
て
好
評
を
博
し
た
。

　ま
た
、追
加
で
取
り
寄
せ
た
品
物
も
売
り
切
れ
に
な
っ
て
し
ま

う
出
展
者
も
続
出
し
、非
常
に
盛
況
と
な
っ
た
。

　そ
れ
以
外
に
も
、3
，0
0
0
食
を
超
え
る
お
弁
当
を
山
梨
県

学
校
給
食
協
同
組
合
を
通
じ
て
組
合
員
企
業
が
製
造
を
一
手
に

引
き
受
け
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、物
販
ゾ
ー

ン
の
看
板
設
置
も
山
梨

県
広
告
美
術
業
協
同
組

合
の
組
合
員
が
引
き
受

け
て
く
れ
た
。

　山
梨
板
金
工
業
組
合

で
は
、中
央
会
の
仲
介

に
よ
り
短
期
間
で
多
く

の
組
合
か
ら
の
協
力
が

得
ら
れ
て
全
国
大
会
が

成
功
裡
に
終
わ
っ
た
こ

と
で
、あ
ら
た
め
て
、中

小
企
業
の
事
業
活
動
の

幅
広
さ
と
迅
速
な
行
動

力
を
実
感
し
た
。

ワインは試飲が好評

大評判の「武田兵糧丸」

　湯
村
温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
組
合
員
や
湯
村
温
泉
郷
周
辺
の

関
係
団
体
な
ど
で
つ
く
る
「
湯
村
温
泉
郷
魅
力
づ
く
り
協
議
会
」

（
浅
川
貴
会
長
：
同
組
合
理
事
長
）は
、湯
村
温
泉
郷
の
活
性
化
を

図
る
た
め
、湯
村
温
泉
郷
の
ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
や
魅
力
な
ど
を

発
信
す
る
「
湯
村
温
泉
郷
ゆ
か
り
の
人
物
資
料
室
」
を
昨
年
12
月

に
開
設
し
た
。５
ヶ
月
が
経
過
し
、観
光
客
だ
け
で
な
く
県
内
か
ら

の
観
覧
者
も
増
え
て
き
て
い
る
。

　同
温
泉
郷
は
、太
宰
治
が
滞
在
し
て
執
筆
活
動
を
し
た
「
旅
館

明
治
」
や
井
伏
鱒
二
が
定

宿
と
し
た
「
常
磐
ホ
テ

ル
」
が
あ
り
、観
光
客
な
ど

へ
も
っ
と
温
泉
郷
の
歴
史
、

魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の

拠
点
づ
く
り
と
し
て
資
料

室
を
設
け
た
も
の
で
、同

組
合
の
事
務
所
に
併
設
さ

れ
た
約
25
平
方
メ
ー
ト
ル

の
ス
ペ
ー
ス
に
、昭
和
10
年

代
の
一
時
期
、同
温
泉
郷
に

滞
在
し
た
小
説
家
、太
宰

に
関
係
す
る
資
料
が
展
示

さ
れ
て
い
る
。

　ま
た
、数
十
年
前
の
同

温
泉
郷
の
「
常
磐
ホ
テ

ル
」
や
「
塩
沢
寺
」
と
太

宰
の
写
真
を
使
っ
た
３
D

額（
立
体
額
）な
ど
も
展
示

さ
れ
、昭
和
戦
前
の
甲
府

市
中
心
街
の
町
並
み
を
背

景
に
立
つ
、太
宰
の
等
身

大
パ
ネ
ル
と
記
念
撮
影
も

で
き
る
な
ど
、当
時
の
湯

村
界
隈
､
甲
府
界
隈
を
舞
台
に
し
た
内
容
で
企
画
さ
れ
て
い
る
。

　そ
の
他
、資
料
室
で
は
、同
温
泉
郷
の
温
泉
情
報
、散
策
す
る
た

め
の
フ
ッ
ト
パ
ス
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
な
ど
が
用
意
さ
れ
、一
休
み
し

な
が
ら
無
料
で
自
由
に
お
茶
を
飲
む
こ
と
が
で
き
る
。

　今
後
は
、小
説
家
の
井
伏
鱒
二
、松
本
清
張
と
い
っ
た
湯
村
に

ゆ
か
り
の
あ
る
人
物
の
資
料
も
展
示
し
て
い
く
予
定
。

　観
覧
は
無
料
。日
曜
を
除
く
午
前
10
時
〜
午
後
５
時
ま
で
。

　●
お
問
い
合
わ
せ
は
…
湯
村
温
泉
協
同
組
合

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　電
話
０
５
５（
２
５
２
）２
２
６
１

「
ゆ
か
り
の
人
物
資
料
室
」を

　
　
　
　組
合
事
務
所
へ
設
置

　
　│
太
宰
治
の
等
身
大
パ
ネ
ル
な
ど
展
示
│
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資料室内の展示 当時の街並みを背景に等身大の太宰治
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　山
梨
県
型
枠
工
事
協
同
組

合（
中
込
正
明
理
事
長
）は
、

5
月
20
日
に
経
営
者
を
対
象

と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
、

組
合
員
10
名
が
参
加
し
た
。

型
枠
業
界
で
は
、経
営
者
が

営
業
や
現
場
管
理
に
追
わ
れ
、

経
営
者
と
し
て
の
業
務
に
力

を
さ
け
な
い
状
況
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、研
修
会
は
経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
㈱
Ｅ

Ｍ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ン
サ
ル
テ

ィ
ン
グ
雨
宮
哲
也
氏
を
招
き
、「
経
営
者
の
役
割
〜
こ
れ
だ
け
は

知
っ
て
お
き
た
い
社
長
の
仕
事
〜
」
の
テ
ー
マ
で
行
わ
れ
た
。

　講
師
の
雨
宮
氏
か
ら
は
「
経
営
者
と
し
て
の
仕
事
は
経
営
管
理

が
第
一
で
あ
り
、経
営
者
の
仕
事
は
代
役
が
き
か
な
い
こ
と
を
念

頭
に
、現
場
だ
け
で
は
な
く
本
来
の
経
営
に
関
与
す
る
時
間
を
必

ず
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
。ま
た
、利
益
の
作
り
方
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
の
考
え
方
、3
ヵ
月
先
ま
で
の
資
金
繰
り
な
ど
経
営
に
関
す

る
数
字
の
と
ら
え
方
を
習
得
し
、顧
問
税
理
士
を
上
手
に
活
用
し

な
が
ら
、金
融
機
関
な
ど
の
取
引
先
に
対
し
て
適
切
な
対
策
を
準

備
す
る
。」
な
ど
経
営
者
の
役
割
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。

　研
修
会
後
に
行
わ
れ
た
通
常
総
会
で
中
込
理
事
長
は
、「
17
年

前
の
設
立
当
初
か
ら
す
る
と
組
合
員
は
大
き
く
減
少
し
て
い
る
が
、

各
企
業
に
お
け
る
世
代
交
代
は
着
々
と
進
ん
で
お
り
、こ
の
不
況

を
勝
ち
抜
く
た
め
に
は
、先
代
の
知
恵
を
継
承
し
つ
つ
も
社
長
自

ら
が
企
業
経
営
の
基

本
に
も
う
一
度
立
ち
返

っ
て
、会
社
経
営
、組

合
活
動
に
邁
進
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
と
語
っ
た
。組

合
で
は
こ
れ
ま
で
主

に
親
睦
交
流
を
中
心

に
事
業
を
行
っ
て
き

た
が
、今
後
は
個
々
の

経
営
課
題
の
共
有
に

努
め
、定
例
的
に
研
修

会
を
開
催
し
、組
合
員

企
業
の
経
営
力
向
上

と
組
合
活
動
の
活
性

化
を
め
ざ
し
て
い
く
。

経
営
研
修
会
を
開
催

　
　
　〜
経
営
者
の
役
割
の
再
認
識
〜

山梨県型枠工事協同組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

熱心に聴講する組合員

EMTビジネスコンサルティング雨宮氏

生
コ
ン
の
品
質
管
理
体
制

　
　
　│「
マ
ル
適
マ
ー
ク
」合
格
証
の
推
進
│

山梨県生コンクリート工業組合T O P I C S ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

小
売
業
の
原
点
を
再
確
認

甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
を
開
催
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コンクリート技術センター共同試験場を併設した組合事務所

　全
国
化
粧
品
小
売

協
同
組
合
連
合
会
は
、

平
成
24
年
５
月
22
日

甲
府
市
「
甲
府
富
士
屋

ホ
テ
ル
」
で
山
梨
県
化

粧
品
小
売
協
同
組
合

と
共
催
で
第
37
回
甲
信

越
ブ
ロ
ッ
ク
や
ま
な
し

大
会
を
開
催
し
た
。

　当
日
は
、県
内
外
か

ら
参
加
者
70
名
あ
ま
り

が
参
加
し
た
。

　近
年
は
、ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
の
販
売
拡
大
に
よ
る
低
価
格
競
争
が
激
化
し
小
売

業
の
経
営
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。そ
こ
で
、大
会
に
先
立

ち
、フ
ェ
イ
ス
ト
ゥ
ー
フ
ェ
イ
ス
の
重
要
性
を
再
確
認
し
て
も
ら

い
接
客
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た
研
修
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　大
会
で
は
、当
番
県
の
西
山
武
夫
甲
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
長
、山
梨

県
化
粧
品
小
売
協
同
組
合
理
事
長
が
「
個
々
の
力
は
小
さ
い
が

情
報
を
共
有
し
連
携
し
て
頑
張
っ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。」
と
歓
迎

の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　平
成
23
年
度
の
事
業
報
告
と
平
成
24
年
度
の
事
業
計
画
、全
国

化
粧
品
小
売
協
同
組
合
連
合
会
中
神
美
郎
理
事
長
よ
り
「
時
代

が
変
わ
る
！ 
我
々
も
変
わ
る
！
」
を
テ
ー
マ
に
提
案
並
び
に
報

告
が
行
わ
れ
た
。

　ま
た
来
賓
と
し
て
、内
藤
悦
次
中
央
会
長
が
「
モ
ノ
を
売
る
こ

と
だ
け
が
小
売
業
の
役
割
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。商
い
を
通
じ
て
街

づ
く
り
や
地
域
文
化
の
担
い

手
と
し
て
の
役
割
、地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
地
域

を
代
表
す
る
「
ま
ち
の
顔
」
に

な
っ
て
頂
く
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　大
会
終
了
後
、甲
州
ワ
イ
ン

に
舌
鼓
を
打
ち
な
が
ら
盛
大

に
懇
親
会
が
催
さ
れ
た
。

　ま
た
、翌
日
は
新
潟
県
化
粧

品
小
売
業
協
同
組
合
と
組
合

事
業
や
運
営
に
関
す
る
情
報

や
意
見
交
換
が
活
発
に
行
わ

れ
た
。

　山
梨
県
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
工
業
組
合（
瀧

田
雅
彦
理
事
長
）は
、

生
コ
ン
の
技
術
の
普

及
推
進
、新
技
術
へ
の

対
応
、技
術
レ
ベ
ル
の

向
上
等
の
幅
広
い
活

動
を
繰
り
広
げ
て
い

る
。そ
の
活
動
の
一
環

と
し
て
、山
梨
県
コ
ン

ク
リ
ー
ト
技
術
セ
ン

タ
ー
共
同
試
験
場
を

設
置
し
、国
土
交
通
省
、

経
済
産
業
省
、山
梨

県
の
認
定
を
頂
き
、社

会
的
評
価
の
高
い
試

験
場
と
し
て
活
動
を

行
っ
て
い
る
。

　当
業
界
の
品
質
管
理
監
査
活
動
と
し
て
は
、技
術
委
員
会
で
の

研
修
会
、共
販
研
修
会
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
技
術
研
修
会
な
ど
を
行

い
、生
コ
ン
を
提
供
す
る
た
め
の
品
質
の
確
保
の
目
的
や
、人
材
育

成
・
技
術
者
の
資
質
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

　そ
の
他
に
も
、生
コ
ン
の
品
質
確
保
の
た
め
、全
国
生
コ
ン
ク

リ
ー
ト
品
質
管
理
監
査
会
議
の
定
め
る
判
定
基
準
に
適
合
し
て

い
る
と
判
断
さ
れ
た
工
場
に
対
し
て
交
付
さ
れ
る
「
マ
ル
適
マ
ー

ク
」
の
合
格
証
の
推
進
を
行
っ
て
い
る
。こ
の
合
格
証
は
、購
入
者

か
ら
の
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
、生
コ
ン
の
品
質
管
理

の
透
明
性
及
び
公
正
性
を
確
保
し
品
質
管
理
体
制
の
確
立
を
図

る
た
め
、全
国
共
通
の
「
全
国
統
一
品
質
管
理
監
査
基
準
」
の
中

の
「
レ
デ
ィ
ー
ミ
ク
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
全
国
統
一
品
質
管
理
監

査
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
に
基
づ
き
、各
都
道
府
県
で
生
コ
ン
工
場

の
立
ち
入
り
検
査
を
実
施
し
て
の
合
格
証
を
交
付
し
て
い
る
。マ

ル
適
マ
ー
ク
の
承
認
は
全
国
統
一
基
準
の
品
質
管
理
合
格
工
場
の

証
明
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　今
後
の
活
動
に
つ
い
て
は
、

「
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
本
線
」
や

「
中
部
横
断
道
」
建
設
工
事
、環

境
に
配
慮
し
た
新
需
要
開
拓
の

推
進
な
ど
に
も
取
り
組
み
、地
域

社
会
に
貢
献
し
て
い
く
と
と
も
に
、

業
界
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

「マル適マーク」

熱心に聞き入る参加者

大会風景



中小企業タイムズ（6）第三種郵便物認可　平成24年６月１日（金曜日）

new association

 

組
合
の
沿
革
・
設
立
の
経
緯

　環
境
保
全
の
意
識
の
高
ま
り
と
と
も
に
、廃
棄

物
の
適
正
処
理
や
資
源
物
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
が

急
務
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
長
引
く
景
気
低
迷
の

影
響
に
よ
り
、地
方
財
政
も
逼
迫
し
て
お
り
、コ
ス

ト
削
減
と
効
率
化
の
た
め
、受
注
の
一
本
化
が
行

政
よ
り
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　こ
の
よ
う
な
中
、富
士
吉
田
市
か
ら
家
庭
系
一

般
廃
棄
物
等
の
処
理
の
委
託
を
受
け
て
い
る
事
業

者
が
企
業
経
営
の
枠
を
越
え
て
行
政
や
地
域
住

民
と
連
携
し
、経
費
の
削
減
と
経
営
の
合
理
化
を

図
る
と
と
も
に
循
環
型
社
会
の
実
現
を
推
進
す
る

べ
く
組
合
を
設
立
し
た
。

 

組
合
の
活
動
・
方
針

　頭
初
は
７
社
で
組
合
を
設
立
し
た
が
、市
内
の

資
格
事
業
者
に
加
入
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、

行
政
へ
の
一
括
発
注
の
依
頼
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
き
た
。活
動
の
結
果
、２
社
が
加
入
し
、本
年
5

月
に
富
士
吉
田
市
内
の
資
格
事
業
者
全
社
が
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
、受
注
の
一
本
化
を
図
る
体

制
が
整
っ
た
。

　昨
年
12
月
20
日
市
役
所
に
お
い
て
、「
災
害
時

に
お
け
る
生
活
系
廃
棄
物
の
収
集
・
運
搬
に
関
す

る
協
定
」
の
調
印
式
が
行
わ
れ
、堀
内
茂
富
士
吉

田
市
長
と
松
浦
理
事
長
が
出
席
し
、協
定
書
に
署

名
し
た
。協
定
で
は
、災
害
時
に
富
士
吉
田
市
の

要
請
を
受
け
、市
内
の
生
活
系
廃
棄
物
の
迅
速
な

処
理
に
よ
り
、公
衆
衛
生
の
確
保
や
交
通
網
の
復

旧
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
　

  

ま
た
、組
合
は
市
と
「
一
般
廃
棄
物
収
集
及
び
運

搬
業
務
」
の
委
託
契
約
な
ど
を
締
結
す
る
べ
く
準

備
を
進
め
て
お
り
、近
く
締
結
の
見
込
み
で
あ
る
。

こ
の
契
約
に
よ
り
、組
合
は
組
合
員
に
対
し
て
当

該
業
務
を
割
り
振
り
、当
該
組
合
員
は
富
士
吉
田

市
の
計
画
に
基
づ
き
当
該
業
務
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
る
。

　

調印式（左:堀内市長、右:松浦理事長）

理事長／松浦真吾
設　立／平成23年10月24日
住　所／山梨県富士吉田市上吉田4824番地の8
ＴＥＬ／0555-24-0025
組合員／9名　出資金／270万円

新設組合紹介
富士吉田市環境事業
協同組合

山梨の物産と観光展 in イオン品川シーサイド店

■4月からの新学部である生命環境学部につい
て教えて下さい。
　生命環境学部は、生命工学科、地域食物科学
科、環境科学科の3つの理系学科と文系の地域社
会システム学科で構成されており、「持続的な食
料の生産と供給による地域社会の繁栄を実現す
るために必要となる、生命科学、食物生産・加工、
環境・エネルギー、地域経済・企業経営・行政に関
し広い視野を持つ人材を、自然と社会の共生科
学に基づき養成する」ことを基本理念としてスタ
ートしました。
 地域食物科学科では、食物科学や農学に関する
専門知識・技術を基礎として、果樹や野菜等の農

産物の栽培、食品製造の科学的理解、有用成分の
解析と利用などの課題に、資源・環境などの多角
的な視点からアプローチしています。私の所属す
る食品製造学部門では、食品製造・加工および食
品保蔵学を基盤として、様々な研究を展開して
いきます。

■具体的な研究内容は？
　私の研究分野は、食品製造学、食品加工学、食
品物性であり、「食品の加工処理と食品の物性解
明によるおいしさ（食感、風味）創造技術の開発」
をテーマに研究しています。その中でも「食感」と
「鮮度」に着目しています。
　食品の美味しさを決める要素に風味・食感が
あります。食べやすさを左右する食感について
は、食品ごとの物性とその加工適正の解析が必
要となります。また、美味しさを保つための鮮度
についても、保蔵方法や微生物制御などが重要
です。
　食品および原材料ごとの物性と構造を解明
し、その製造加工段階での物理・科学的操作や生
物利用（発酵）など加工条件の適正化をはかり、
保蔵技術を加えることにより、風味･食感などの

新たな食品価値の創生につながる研究をしてい
きたいと考えています。また、それにより新たな
食品も作り出したいと思います。
　
■今後の研究の可能性について
　私は、これまで乳製品関係を専門分野として、
その成分分析や分離・抽出技術などにも携わっ
てきました。新学部では、農・食・商の分野におい
て食物の生産加工をはじめ生命科学や環境・エ
ネルギー、経済・経営など多面的な視点からの研
究に取り組んでいきます。私は民間での経験を活
かし、製造工程から流通、消費までの流れを考え
た食品製造の現場を重視した相談にも対応した
いと考えています。
　地球では、かつてないスピードで環境破壊、人
口増加が進んでおり、食を取り巻く環境は大きく
変化しています。食品の性質を理解し、新たな知
見・価値を得る事によって食品製造技術を再構
築し、人類が直面する食料問題に知識・技術で貢
献していく事を研究目標としています。TPPや
後継者問題など農業、食品産業を取り巻く課題
に対しても、食品産業の基盤強化、売れる農業の
実現を目指していきたいと考えます。　

　このコーナーは、「地元大学と中小企業の橋渡しのきっかけ」にと、山梨大学の先生と研究を紹介する
ために企画されたものです。
　紹介にあたっては、中央会の職員が大学の研究室におじゃまし、できるだけ分かり易い言葉で記事を
書くようにしています。そのため、研究内容が正確に伝わらない場合がありますが、ご容赦下さい。

●谷本先生の研究などについてのご相談がありましたら、山梨大学　産学官連携・研究推進機構
　（TEL：055-220-8759，FAX：055-220-8757）までお気軽にご連絡下さい。

ただいま、研究中!

山梨大学　研究室訪問

●山梨大学生命環境学部
　地域食物科学科

　教授　谷本 守正 博士（農学）

第37回

食品を極める ～山梨大学新学部スタート～
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　中小機構では、平成24年度「中小企業会計啓発・普及セミナー」の開催機関
を広く募集します。

  1.趣 旨
　　「中小企業の会計」に則った決算書を作成する事の意義、財務情報の経営活
動への活用方法等について理解を深めることにより、自社の経営状況を把握
し、金融機関、取引先等からの資金調達力の強化、受注拡大に向けた取組みの
一助とすることを目的としています。

  2.セミナーの内容
⑴テーマ
「会計を経営に活かす」
◆決算書は税務申告のためだけではもったいない!
→『中小企業の会計に関する基本要領』を活用した「信用力のある決算書」を
武器に、「経営分析力」「資金調達力」「受注開拓力」の強化を目指します!

　【学習内容】　※オリジナルのテキストを使用いたします。
　・中小会計要領を活用すると、どのように企業にプラスになるか
　・財務会計の基本構造を知り資金を増やす
　・事業計画の策定・税法改正のポイント

⑵主な受講対象者
　中小企業経営者、管理者、後継者等
⑶開催機関
〔経済団体等〕中小企業振興に寄与する法人（商工会議所、商工会、中央会、商
　　　　　店街振興組合、支援センター、公益法人、工業会、協同組合等）

〔金融機関等〕銀行、信用金庫、信用組合、政府系金融機関等
⑷実施体制
　主催：セミナー開催機関、中小機構
⑸開催者の主な業務
　　開催計画の作成、会場設営、受講者の募集、受講者名簿の作成、受講者アン
ケート集計等の業務を分担していただきます。

⑹開催経費
①会場借料、募集経費に対して一開催当たり上限額（10万円）を設けて負担
します。
②講師の謝金・交通費は、上記①とは別に、当機構から講師に支払います。
③教材・テキストは当機構の負担にて送付します。
　※金融機関等が開催する場合は、②及び③のみとなります。
⑺開催形式
①単独開催、抱き合わせ開催等、開催形式は特に問いませんが、特別の方法に
より開催する場合には、事前に中小機構までご相談ください。
②開講時間は、120分から180分までとしますが、開催時間に制約等がある
場合には、事前に中小機構までご相談ください。
③開催日時は、土曜・日曜や夜間の時間帯を含めて設定することができます。
⑻開催数
　　セミナー開催機関は、応募者数並びに対象地域を勘案し希望により複数回
の開催をすることができます。
⑼講師
　　講師の選定は、当機構において行います。また、セミナーを開催する機関か
らの推薦にも対応いたします。
⑽受講料
　無料とします。受講者から受講料を徴収することはできません。
⑾開催期間
　平成24年4月～平成25年3月10日迄とします。

●ご不明な点等ございましたら、ご遠慮なくお問い合わせ下さい。
  お問い合わせ先 
中小企業基盤整備機構経営基盤支援部　人材支援業務課会計セミナー担当
Tel.03-5470-1645Fax.03-5470-1561
E-mail：kaikeiseminar@smrj.go.jp

「中小企業会計啓発・普及セミナー」の開催機関募集

　協会けんぽの保険料率は、厳しい医療保険の財政状況に加え、高齢者医療へ
の拠出金の増加などの理由から3年連続の引上げとなり、加入者、事業主の皆
さまには、平成24年度では、全国平均で10%（山梨支部9.94%）への変更を
お願いせざるを得ませんでした。
　このような問題について、協会けんぽでは、これまで「国庫補助の増額」や「高
齢者医療制度の見直し」などを国に対して働きかけてきましたが、実現には至
っておりません。
　そこで、今年度は、加入者、事業主の皆さまと一体となった取組みを進める
べく、増え続ける保険料負担の軽減を求めるための署名活動を実施しており
ます。
　いただいた署名を基に、切実な思いを国に伝えてまいります。多くの方から
のご協力をいただけますようお願いいたします。

署名の方法について
●署 名 用 紙… 5月末頃に協会けんぽ加入の事業主様あてに送付しており
 ます。協会けんぽホームページからダウンロードもできます。
●署名の対象… 協会けんぽにご加入の方（本人、ご家族）などで、署名にご賛 
 同いただける方が対象となります。
●送　付　先… 全国健康保険協会山梨支部まで郵送願います。
●締 め 切 り… 平成24年7月10日㈫までにお願いいたします。

　公正取引委員会は、地方事務所等所在地以外の都市における独占禁止法
等の普及啓発活動や相談対応の一層の充実を図るため、この度、甲府市にお
いて「一日公正取引委員会」を開催し、「独占禁止法講演会」及び「下請法講習
会」を下記のとおり開催しますので、是非とも御出席くださいますよう御案
内申し上げます。
　また、当日は、皆さまから独占禁止法及び下請法に関する相談・質問をお
受けするコーナー等を設けておりますので、どうぞ御利用ください。

記

  開催日　平成24年6月19日㈫
  場　所　山梨県立男女共同参画センター　ぴゅあ総合（甲府市朝気1-2-2）
  講演会等　
　　⑴独占禁止法講演会　13：00～14：30  2階  大研修室（定員100名）

公正取引委員会事務総長山本和史が「公正な経済社会の実現に向け
た公正取引委員会の取組」と題して、公正取引委員会の最近の活動状
況や独占禁止法の講演を行います。

　　⑵下請法講習会　10：00～12：00  2階  大研修室（定員100名）
  相談・展示コーナー　10：00～17：00  2階  中研修室

署名活動へのご協力をお願いいたします署名活動へのご協力をお願いいたします
甲府市における
「一日公正取引委員会」の御案内

協会けんぽよりお知らせ

問い合わせ先　全国健康保険協会（協会けんぽ）山梨支部　☎055-220-7750

講演会等の申込先はこちら
　公正取引委員会事務総局　官房総務課　担当：藤山・津田・齋藤
　☎03-3581-5471　FAX.03-3581-1963

独立行政法人中小企業基盤整備機構　経営基盤支援部平成24年度
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編
集
後
記

　梅雨の季節の６月となり、湿度
が高く、じめじめとした日が続き
ますが、皆様も体調の管理に気を
つけましょう。
　また、毎年のことですが、総会
終了後の届出書類の整備につき
ましては、お忘れのないようお願
いします。

●ご意見・ご要望は、
　中小企業タイムズ編集班まで

TEL 055-237-3215
FAX 055-237-3216

E-mail webmaster@chuokai-
yamanashi.or.jp

山梨中銀
地域活力強化ファンド
地域ブランド産業

医療・介護ビジネス

環境配慮

観光ビジネ
ス

事業承
継・Ｍ＆

Ａ

モノづ
くり

農業 ET
C.

地域活力強化ファンド地域活力強化ファンド
幅広い資金ニーズに
ご利用いただけます。

山梨中央銀行は、
地域ブランド産業や成長分野ビジネスに
関する取り組みを応援いたします。
ぜひお気軽にご相談ください。

■山梨中銀 地域活力強化ファンドの概要
お取扱期間

ご利用いただける方

お使いみち

ご融資金額

ご融資期間

ご融資利率

ご返済方法

担保・保証人

保証料

お取扱総額

平成24年４月２日（月）～平成25年３月２９日（金）

中堅・中小企業および個人事業主のみなさま 

事業に必要な運転資金・設備資金（借換資金を含みます）
※当行既往ご融資資金のお借換えにはご利用いただけません。

5億円以内

〈運転資金〉1年超5年以内　　　〈設備資金〉１年超15年以内（法定耐用年数以内となります）
※1年以内の据置期間を含みます。
※お借換え資金については、原則として残存期間の範囲内とします。

当行所定の利率（固定金利または変動金利）を適用いたします。
※ご融資期間10年超の場合は、変動金利となります。

元金均等毎月返済

個別の審査となります。

信用保証協会をご利用の場合は、別途保証料が必要となります。

200億円

平成24年4月2日現在

※　審査の結果、ご希望にそえない場合もございますので、あらかじめご了承ください。
※　取扱期間中でも、総額が２００億円に達した場合は、お取り扱いを中止させていただく場合がございます。

◎くわしくは山梨中央銀行の窓口またはフリーダイヤルへどうぞ。 http://www.yamanashibank.co.jp/
０１２０－２０１８６２（照会コード：９）
受付時間　月曜日～金曜日９：００～１７：００
（ただし、祝日・１２／３１～１／３は除きます。）

　山
梨
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会

で
は
、山
梨
県
農
政
部
が
公
募
を
行

っ
た
「
や
ま
な
し
6
次
産
業
化
等

チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
」
の
企
画

提
案
に
応
募
し
、正
式
に
受
託
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。6
月
中
旬
頃
か
ら

本
格
的
な
支
援
業
務
の
開
始
と
な

る
予
定
。

　こ
の
事
業
は
、本
県
農
業
の
6
次

産
業
化
や
地
産
地
消
の
取
り
組
み

を
推
進
す
る
こ
と
で
、本
県
農
業
の

活
性
化
と
雇
用
機
会
の
創
出
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、山

梨
県
内
に
お
い
て
農
水
産
物
を
生

産
し
、加
工・販
売
を
行
う
農
業
者・

農
業
生
産
法
人
、生
産
者
と
連
携
を

行
う
法
人
・
団
体
に
加
え
、6
次
産

業
化
や
地
産
地
消
な
ど
の
推
進・支

援
等
に
携
わ
っ
て
い
る
法
人・団
体

が
、本
事
業
の
公
募
の
対
象
者
と
な

っ
た
。県
内
全
体
で
は
、複
数
の
事
業
者
が
採

択
さ
れ
て
い
る
。

　当
会
で
は
、昨
年
度
、農
林
水
産
省（
関
東
農

政
局
）が
公
募
し
た
6
次
産
業
総
合
推
進
委
託

事
業
の
採
択
を
受
け
、山
梨
県
内
に
お
け
る
農

業
者
、農
業
法
人
等
の
6
次
産
業
化
ニ
ー
ズ
に

対
す
る
総
合
相
談
窓
口
と
し
て
「
や
ま
な
し
6

次
産
業
化
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し

た
。6
次
産
業
化
に
取
り
組
む
農
業
者
や
農
業

生
産
法
人
か
ら
の
多
種
多
様
な
相
談
や
専
門

的
な
支
援
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、地
域
資

源
活
用
や
農
商
工
連
携
事
業
な
ど
の
支
援
実

績
を
持
つ
専
属
プ
ラ
ン
ナ
ー
を
配
置
し
た
。そ

れ
以
外
に
も
各
分
野
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
専
門

家
を
派
遣
し
、い
わ
ゆ
る
六
次
産
業
化
法
に
基

づ
い
た
「
6
次
産
業
総
合
化
計
画
」
の
認
定
を

目
指
す
農
業
者
の
申
請
計
画
作
成
支
援
か
ら
、

商
品
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の

ア
ド
バ
イ
ス
、農
産
物
を
活
用
し
た
商
品・メ
ニ

ュ
ー
開
発
や
レ
シ
ピ
提
案
な
ど
、ハ
ン
ズ
オ
ン

支
援
※
を
実
施
し
て
き
た
。

　こ
う
し
た
実
績
を
踏
ま
え
、本
事
業
で
は
、

農
業
者
の
個
別
相
談
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
専

門
家
派
遣
を
中
心
に
、商
品
開
発
か
ら
販
売
に

至
る
ま
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
全
般
を
支
援
す

る
と
と
も
に
、6
次
産
業
化
に
よ
る
開
発
商
品

の
販
売
促
進
や
販
路
開
拓
を
目
的
に
、当
会
が

毎
年
開
催
す
る
「
中
小
企
業
組
合
ま
つ
り
」
へ

の
出
展
を
サ
ポ
ー
ト
し
、イ
ベ
ン
ト
を

効
果
的
に
活
用
し
た
P
R
事
業
な
ど
を

計
画
し
て
い
る
。

　ま
た
、当
会
で
は
、本
年
度
も
引
き

続
き
、関
東
農
政
局
の
「
6
次
産
業
総

合
推
進
委
託
事
業
」（
現
在
審
査
期
間

中
）の
実
施
に
向
け
て
計
画
申
請
を
行

っ
て
い
る
が
、対
応
が
難
し
い
支
援
ニ

ー
ズ
に
つ
い
て
は
、こ
の
「
や
ま
な
し
6

次
産
業
化
等
チ
ャ
レ
ン
ジ
推
進
事
業
」

と
相
互
に
補
完
し
、相
談
者
に
対
す
る

迅
速
で
、効
果
的
な
支
援
事
業
の
実
現

を
目
指
し
て
い
く
。

※
「
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
」
と
は
…

　支
援
機
関
や
専
門
家
な
ど
が
、相
談
者

の
課
題
解
決
の
た
め
現
場
に
出
て
活
動

し
な
が
ら
行
う
、直
接
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

や
支
援
活
動
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

やまなし6次産業化等チャレンジ推進事業を受託やまなし6次産業化等チャレンジ推進事業を受託

中小企業の森整備事業の開催

皆様のご参加をお待ちしております！！

日 時 平成24年６月23日（土）
場所 金川の森

（笛吹市一宮町国分1162-1）

商品の販売促進PRなどをイベント事業でサポート

圃場を訪問し、現地確認を行う専門家
（H23年度6次産業総合推進事業より）

野菜栽培設備に関する現地支援
（6次産業化に関する相談案件対応より）


